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ロ
ゴ
ス
の
軽
視一

橋
大
学
教
授

高
山
憲
之

政
府
の
「
公
的
年
金
制
度
の
一
元
化
に
関
す

る
懇
談
会

（
座
長
は
神
代
和
俊
放
送
大
学
教

」

授
）
は
今
般
、
農
林
年
金
と
厚
生
年
金
の
統
合

を
進
め
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
政
府
は
平
成
一

三
年
の
通
常
国
会
に
農
林
年
金
と
厚
生
年
金
の

統
合
法
案
を
提
出
す
る
運
び
と
な
っ
た
。

統
合
の
時
期
は
平
成
一
四
年
四
月
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。
統
合
に
あ
た
っ
て
農
林
年
金
の
積

立
金
か
ら
厚
生
年
金
に
移
管
す
る
額
は
一
兆
六

〇
〇
〇
億
円
で
あ
る
。
ま
た
、
農
林
漁
業
団
体

お
よ
び
そ
の
役
職
員
は
上
乗
せ
保
険
料
で
対
応

す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
（
平
成
一
四
年

四
月
以
降
二
・
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
一
六

年
一
〇
月
以
降
一
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
成
二

〇
年
一
〇
月
以
降
は
一
般
厚
生
年
金
加
入
者
と

同
率
の
保
険
料
と
な
り
、
上
乗
せ
保
険
料
に
よ）。

る
納
付
金
は
合
計
で
一
六
〇
〇
億
円
に
な
る

さ
ら
に
、
い
わ
ゆ
る
三
階
部
分
は
「
特
例
年
金

給
付
」
と
し
て
残
さ
れ
た
。
た
だ
、
年
金
給
付

額
の
ス
ラ
イ
ド
は
行
わ
な
い
こ
と
を
は
じ
め
と

し
て
厳
し
い
要
件
が
い
く
つ
か
課
さ
れ
た
。

農
林
年
金
サ
イ
ド
は
厚
生
年
金
と
の
早
期
統

合
を
目
指
し
て
い
た
。
一
年
ほ
ど
統
合
の
時
期

は
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
統
合
に
向
け
て

関
係
者
の
合
意
が
よ
う
や
く
得
ら
れ
た
こ
と
に

そ
れ
な
り
の
敬
意
を
表
し
た
い
。

統
合
の
理
由
は
明
白
だ
。
す
な
わ
ち
①
加
入

者
規
模
の
小
さ
い
農
林
年
金
は
就
業
構
造
の
変
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化
の
影
響
を
強
く
受
け
や
す
く
、
年
金
財
政
が

危
機
に
陥
り
や
す
い
こ
と
、
②
農
林
年
金
は
基

礎
年
金
の
財
政
調
整
の
た
め
に
過
分
の
拠
出
金

負
担
を
求
め
ら
れ
、
そ
の
分
、
積
立
金
の
積
み

増
し
分
が
減
ら
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
③
農

林
年
金
は
相
対
的
に
成
熟
度
が
高
く
、
単
独
の

ま
ま
で
は
同
一
の
給
付
水
準
に
も
拘
ず
早
期
か

つ
大
幅
に
年
金
保
険
料
を
引
き
上
げ
な
い
と
年

金
財
政
の
安
定
が
図
れ
ず
、
同
一
給
付
・
同
一

負
担
の
公
平
原
則
か
ら
著
し
い
逸
脱
が
生
じ
て

し
ま
う
こ
と
、
等
々
。

た
だ
、
一
元
化
懇
談
会
に
お
け
る
議
論
の
内

容
や
合
意
事
項
に
つ
い
て
問
題
点
を
指
摘
す
る

声
も
少
な
く
な
い
。
と
く
に
最
終
決
着
に
さ
い

し
て
、
論
理
（
ロ
ゴ
ス
）
が
軽
視
さ
れ
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
感
情
論
が
支
配
し
て
し
ま
っ
た

こ
と
は
誠
に
遺
憾
と
い
う
他
は
な
い
。

最
大
の
難
点
は
移
管
額
の
計
算
方
法
で
あ

る
。
厚
生
年
金
の
労
使
双
方
は
他
方
で
厚
生
年

金
基
金
の
代
行
返
上
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。

代
行
返
上
に
あ
た
っ
て
、
厚
生
年
金
基
金
か
ら

代
行
相
当
分
の
積
立
金
を
厚
生
年
金
本
体
に
移

管
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
さ

い
に
お
け
る
移
管
額
の
計
算
方
法
は
論
理
的
に

み
る
と
農
林
年
金
か
ら
厚
生
年
金
へ
の
移
管
額

と
全
く
同
じ
計
算
方
法
に
寄
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
仮
に
双
方
、
別
々
の
考
え
方
で
移
管
額

を
計
算
す
る
と
す
れ
ば
論
理
は
軽
視
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
国
の
行
政
に
対
す
る
信
頼
を
最
終

的
に
担
保
す
る
の
は
ロ
ゴ
ス
で
あ
る
。
感
情
論

に
基
づ
く
ゴ
リ
押
し
は
結
果
的
に
行
政
に
対
す

る
不
信
感
を
増
幅
さ
せ
る
だ
ろ
う
。


